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親
善
協
会
設
立
三
年
目
を

迎
え
る
に
当
っ
て

朝
夕
涼
味
を
覚
え
る
こ
ろ
、

日
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
宇
治
市
国
際
親
善
協

会
も
設
立
以
来
二
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
は
、
協
会
独
自
の
交
流
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
特
に

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
に
お
け
る
日
本
庭
園
築
造
は
、
両
市
の
友

好
の
証
と
し
て
感
銘
を
お
ぼ
え
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
民
間
の
団
体
に
よ
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
も
活

発
に
行
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度
に
お
い
て
も
引
き

続
い
て
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
を
積
極
的
に
推
し
進

め
、
も
っ
て
市
民
の
国
際
感
覚
の
癖
養
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

今
年
は
、
特
に
京
都
国
体
の
年
で
す
。
国
体
ま
で
秒
読
み

の
段
階
に
入
っ
た
今
日
、
私
達
一
人
一
人
が
〝
国
体
の
意
義
〟

〝
国
体
が
市
民
生
活
に
も
た
ら
す
効
果
〟
の
理
解
を
深
め
、
成
功

に
向
け
て
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
国
体
が
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
躍
進
す
る
宇
治
市
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

宇
治
市
国
際
親
善
協
会

会
長
　
谷
　
　
岡
　
　
武
　
　
雄

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
暑
さ
厳
し

い
折
柄
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
下
さ
い
ま
し
て
、
一
層
の
ご

活
躍
を
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

駅西省青年連合会代表訪日団の皆様を迎えて
62年11月12日



去
る
六
月
二
十
五
日
や
宇
治
市
役
所

内
に
お
い
て
、
協
会
理
事
会
が
開
催
さ
れ

理
事
十
六
名
の
出
席
を
得
る
な
か
で
、
昭

和
六
十
二
年
度
事
業
報
告
と
決
算
に
つ
い

て
、
ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
度
事
業
計
画

と
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
別
紙
の
と
お
り
）

6月25日　開催された理事会

冊
威
陽
市
長
か
ら
の
手
紙
刷
肌

威
陽
市
と
本
市
が
友
好
都
市
提
携
協
定
に
調
印
し
た

の
が
昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
四
日
で
、
ま
る
二
年
が

経
過
し
、
以
来
友
好
交
流
を
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
た
び
威
陽
市
長
よ
り
宇
治
市
長
宛
に
二
周
年
を
記

念
し
て
次
の
と
お
り
、
お
手
紙
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
も
ご
披
露
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
訳
文
）

京
都
府
宇
治
市
長
池
本
正
夫
先
生
へ

宇
治
市
と
の
友
好
都
市
関
係
締
結
二
周
年
に
際
し
て

威
陽
市
よ
り
私
達
は
市
長
先
生
、
市
役
所
と
市
民
の
方

々
に
熱
烈
な
お
祝
の
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

干帥日本国瑚融瑚華緒針現地

京踊手綱胱

柚木正絹生；

在舶市、字桐鍋緋舶描醐隼雄，柚錮市相
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両
市
が
友
好
都
市
関
係
を
締

結
し
て
の
二
年
間
に
私
達
は
お

互
い
の
間
の
友
好
交
流
は
満
足

の
い
く
も
の
と
し
て
存
在
を
し

て
き
ま
し
た
。

私
達
は
中
日
国
交
棉
立
時
の

声
明
と
中
日
平
和
友
好
条
約
を

基
礎
に
威
陽
、
宇
治
の
両
市
の

友
好
関
係
が
よ
り
一
層
発
展
す

る
こ
と
を
信
じ
て
お
り
ま
す
。

宇
治
市
の
経
済
繁
栄
と
市
民

の
幸
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
中

日
両
国
人
民
の
友
誼
は
万
古
長

青
ま
で
末
永
く
続
く
こ
と
を
お
祈

り
し
ま
す
。

成
陽
市
長

一
九
八
八
年
七
月
二
十
二
日
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轡
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

受
け
入
れ
希
望
者

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
は
、
外
国
か
ら
の

留
学
生
や
外
国
客
が
日
本
人
と
と
も
に
生
活
体
験
を
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
自
宅
に
お
招
き
す
る
も
の
で
す
。

協
会
で
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
の
学
習

会
を
開
催
し
、
実
際
に
受
け
入
れ
を
お
願
い
し
て
ゆ
く

計
画
で
す
の
・
で
、
希
望
す
る
万
、
す
で
に
受
け
入
れ
を

経
験
さ
れ
た
万
は
事
務
局
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

ま
た
、
通
訳
・
翻
訳
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る

万
を
探
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
力
に
か
か
わ
り
な
く

何
語
が
ど
の
程
度
で
き
る
の
か
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

い
ず
れ
も
会
員
で
な
い
万
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

皆
様
の
お
知
り
合
い
で
該
当
す
る
万
が
お
ら
れ
れ
ば
併

せ
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
連
絡
は
電
話
で
二
二
－
三
一
四
一

（
内
線
　
二
〇
八
）

・
宇
治
市
役
所
秘
書
課
内

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
事
務
局
ま
で

宇
治
ラ
イ
オ
ン
ズ

Ｙ
Ｅ
交
換
留
学
生

池
本
市
長
を
表
敬
訪
問

宇
治
市
内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
の
留
学
生
三
人
が
、

思
い
出
に
と
い
う
こ
と
で
市
長
を
表
敬
訪
問
、
宇
治
の

印
象
等
に
つ
い
て
話
が
は
ず
ん
だ
。

表敬訪問をするＹＥ交換留学生　8月10日

わ
れ
ら
世
界

昨
年
、
日
本
庭
園
を
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ

市
に
築
造
し
、
市
民
交
流
が
進
め
ら
れ

た
こ
と
は
す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
が
、
こ
の
事
業
が
地
方
自
治
体

の
国
際
交
流
の
推
進
に
大
き
な
成
果
を

あ
げ
、
今
後
の
交
流
事
業
に
一
風
を
投

じ
た
と
し
て
外
務
省
編
集
「
わ
れ
ら
の

世
界
」
　
（
六
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
、
日
本
中
に
紹
介
さ

さ
れ
ま
し
た
。

（
別
紙
参
考
）

ヌ
市
・
戚
市
来
宇

宇
治
市
で
は
十
月
六
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
姉
妹

都
市
経
済
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
ヌ
ワ
ラ
エ

リ
ヤ
市
の
方
を
宇
治
市
へ
お
招
き
し
ま
す
。
ヌ
ワ
ラ
エ

ル
ヤ
市
の
方
が
来
字
さ
れ
る
の
は
五
十
九
年
十
一
月
、
六

十
年
八
月
、
六
十
年
十
一
月
に
つ
づ
き
四
度
目
で
す
。

ま
た
、
威
陽
市
長
が
成
田
市
と
の
姉
妹
提
携
調
印
の

た
め
九
月
に
来
日
さ
れ
ま
す
の
で
宇
治
市
に
も
九
月
十
八

日
に
お
招
き
し
ま
す
。
さ
ら
に
秋
季
国
体
に
合
わ
せ
て
成

陽
市
副
市
長
を
は
じ
め
政
府
訪
問
団
の
万
を
十
月
十
日
に

お
招
き
し
ま
す
。
成
陽
市
の
方
が
釆
宇
さ
れ
る
の
は
六
十

年
五
月
、
六
十
一
年
七
月
の
姉
妹
提
携
調
印
団
、
六
十
二
年

十
一
月
の
青
年
連
合
会
に
ひ
き
つ
づ
い
て
の
こ
と
で
す
。
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姉
妹
都
市
提
携
は

年
三
十
組
の
ベ
ー
ス
で
増
加

地
方
の
国
際
化
の
動
き
を
姉
妹
提
携
の
動
き
か
ら
見

て
み
る
と
、
六
十
三
年
三
月
未
現
在
で
、
提
携
総
数
は

六
百
三
十
八
組
、
近
年
の
動
き
は
年
三
十
組
前
後
の
ペ

ー
ス
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
提
携
の
相
手
先
と
し
て
は

左
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
米
・
加
・
大
洋
州
が

四
十
五
％
、
ア
ジ
ア
二
十
五
％
で
す
。
と
こ
ろ
が
米
国

・
韓
国
を
除
く
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
近
東
な
ど

の
国
と
の
姉
妹
提
携
が
少
な
く
、
宇
治
市
と
ヌ
ワ
ラ
エ

リ
ヤ
市
と
の
提
携
も
希
な
ケ
ー
ス
で
す
。

地
方
自
治
体
と
は
別
に
民
間
の
国
際
交
流
団
体
も
増

加
し
、
正
確
な
数
は
不
明
で
す
が
、
総
数
は
全
国
で
二

千
か
ら
三
千
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

具
体
的
な
国
際
交
流
は
、
国
際
交
流
団
体
の
活
動
に

提携の相手先

63年3月現在
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期
待
さ
れ
る
も
の
が
大
き
く
、
宇
治
市
国
際
親
善
協
会

も
、
数
少
な
い
ア
ジ
ア
の
他
地
域
と
友
好
を
結
ん
だ
先

進
都
市
の
交
流
団
体
と
し
て
積
極
的
な
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
過
日
の
理
事
会
に
お
い
て
も

谷
岡
会
長
が
「
多
く
の
都
市
は
ま
ず
欧
米
に
姉
妹
都
市

を
持
ち
、
次
に
ア
ジ
ア
地
域
に
目
を
向
け
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
も
ア
ジ
ア
の
国
で
あ
る
の
で

す
か
ら
、
ま
ず
ア
ジ
ア
に
姉
妹
都
市
を
持
ち
、
そ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
本
来
で
あ
り
、
宇
治
市
の
姉
妹
都

市
提
携
は
正
し
い
や
り
方
だ
と
患
い
ま
す
。
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
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※
～
※
・
！
・
※
～
藁
、
～
薮
～
※
、
～
※
、
1
・

会
費
の
納
入

新
会
員
募
集
の
お
願
い

昭
和
六
十
三
年
度
の
会
費
を
同
封
の
振

り
込
み
用
紙
を
ご
利
用
の
上
納
入
し
て
い

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
氏
名
・
住
所
な
ど
変
更
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
手
数
な
が
ら
事
務
局
ま
で

ご
一
報
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
会
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

へ′※′）※～※′－※一一※一一※（－※′‘）※

・
個
人
会
費

・
団
体
会
費

・
法
人
会
費

二

、

0

0

0

円

五
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
〇
〇
〇
円
以
上

な
お
、
会
員
の
皆
様
の
お
知
り
あ
い
で

親
善
協
会
の
目
的
に
賛
同
が
得
ら
れ
入
会

の
ご
意
思
の
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら

事
務
局
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

※～※へ一※′‾－※へ′※へ一※へノ※～※～
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